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表示形式を活用した分かりやすい集計表 

エクセルの表で、計算に影響を与えないセル内の単位の付け方を学習します。 

 

  通常下記のように購入量のセルに「１０個」と入力すると数値ではなくなるので 

合計の計算ではエラーとなります。 

   

 

 これを回避する為に、セルの表示形式で“個”を表示するように設定するとセルは 

数値のまま保持され合計の計算をしてもエラーとなりません。 

 

 

 

課題 

１．①エクセルで、C5～F20 の範囲に下記の表をそのまま作成します。 

 

２．②合計の F12～F19に合計の計算式を入力します。 

    「 F12に  =D12＊E12    F12をコピーし F19まで貼付け 」 

３．③F20に縦合計の計算式を入れます。 

    「 F20に  ＝SUM（F12：F19） 」 
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４．購入量の数値に個別単位の表示形式を指定します。 

 

 

  ④E12のりんごの購入量の表示を“個”にする方法を示します。 

   E12を選択し、 

「ホームタブ」の「数値」リボンの右下矢印を選択 

 

「セルの書式設定」→「表示形式」→ 

 

「分類」の「ユーザー定義」を選択 

   

  「種類」に「#,##0” 個”」と個 以外は半角で入力。 

   数値と単位の間を開け見やすくする為の半角スペースを入れる。 

   

これで、りんごの購入量の数値に「個」が付き、合計も 

  エラーにならず計算が正しく行われます。 

 

 

 

④同様に、F13～F19の他品名の購入量の単位を、順次付ける。    ④同様に合計欄も円を追加する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ※１度ユーザー定義した表示形式はそのまま保存されますので再利用できます。 

５．参考資料 表示形式による表示例 

   

  下記①と②の違いは数値が”0”の場合０を表示するかしないかです。 

 

 

 

 

    ※  “ と ” で挟んだ文字はそのまま表示されます。   
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完成した購入品まとめ表 


